
保護者のリフレッシュの場に
安北母親クラブの衣

きぬまつ
松節

せつこ
子さん（写真中央右）にお話を聞きました。

　「安佐南区は転勤族の人も多く、周りに知り合いがい
ない、話せる人がいないという話をよく聞きます。そう
いった人がオープンスペースに来て、リフレッシュでき
れば良いなと思いながら活動しています。悩みに共感し
あったり、誰かと話をしたりするだけでも、1 人で抱え
込んでいた気持ちが楽になることもあると思うので、気
軽に遊びに来てみてください」

参加者の皆さんの声
参加して良かったことは？
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安佐南区の人口 ／241,971人（846人減）
安佐南区の世帯数／110,869世帯（777世帯増）
令和7年7月末現在（前年同月比）
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　市で最も人口が多く、子育て世代も多い安佐南区。
気軽に行ける、地域のオープンスペースを紹介します。
問区地域子育て支援センター（地域支えあい課内☎、
F877-2146）

地域のオープンスペースに行ってみました！
安北母親クラブでは、原則月に 1 回、安北児童館で地域の

オープンスペースを開いています。0 歳から未就園児とその
保護者を対象に、季節を感じられる遊びや工作、手作りおも
ちゃや絵本などを用意しています。

進む孤立化
　近年、核家族化が進み身近に頼れ
る人がいなかったり、地域のつなが
りが薄れ他の子育て家庭と出会う
機会が少なくなったりすることで、孤立を感じ、1
人で悩みを抱える保護者が増えています。心待ち
にしていた我が子との生活であっても、「今日も一
日中赤ちゃんと 2人きり」「誰か大人と話したい…」
と感じる人も少なくありません。そんな時は、子育
てオープンスペースに行ってみませんか。
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子育てオープンスペース

親子で楽しめる場所
　子育てオープンスペースとは、乳幼児とその保
護者が気軽に集い、遊べる場所です。子育てに関す
る相談や情報交換ができる他、おはなし会やファ
ミリーコンサートなど、定期的にイベントも開催
しています。
　区内には、常設のオープンスペースが 6カ所、地
域の公民館や集会所などで地域団体が定期的に開
催しているオープンスペースが26カ所あります。一
覧を区ホームページ（下コード）に
掲載しています。

地域のオープンスペースで遊ぶ参加者

こどもが遊べるおもちゃの制作

覧を区ホームページ（下コード）に

大塚公民館でのファミリーコン
サート（大塚母親クラブ主催） 主催の安北母親クラブの皆さん

・ 話し相手が欲しかったの
で参加しました。いろい
ろな人と話せてすごく気
分転換になっています。

・ さまざまなおもちゃが
あり、家ではなかなか
できない工作などもで
きてありがたいです。 ▲制作した工作

・ 他の子の様子を見る
ことができたり、情報
交換ができたりして
嬉しいです。

9 月は「がん征
せいあつ

圧月間」です
がんは日本人の 2 人に 1 人がかかる身近な病気ですが、早期

発見・早期治療すれば約 9割が治ると言われています。
特に乳がんは女性のがんで最も多く、一生のうちに乳がんと

診断される女性は約 9人に 1人です。

日 9 月17日㈬14：00～15：30
場①区総合福祉センター、②オンライン
【講師】北部医療センター安佐市民病院乳腺外科
主任部長・惠

え み

美純
あ き こ

子氏
申 ①区ホームページか電話で、②区ホームペー
ジで、9月10日㈬までに。先着①75人、②50人

問地域支えあい課（☎831-4942、フ870-2255）

乳がんの早期発見・早期治療のポイントについて医師がお話
しします。会場では、乳がん触診モデル（右写真）を
準備しています。セルフチェックも学びましょう♪

●「クマを引き寄せない」ために
・ 生ごみや野菜の収穫くずなどの餌になるものを、畑やコン
ポストに放置しない
・果実は早めに収穫し、落下した実は拾い集める
・クマが木に登らないように、果樹の幹にはトタンを巻く
・動物の隠れ場になりそうな茂みは取り除き、見通しを良くする

●「クマと出会わない」ために
・朝方、夕方のクマの食事時間に出歩くのは特に危険！
・鈴やラジオで自分の存在を知らせよう！
・フンや足跡を見つけたらすぐ引き返そう！

秋はクマが冬眠に備えて、食欲が増す時期です。多くの餌を求めて行動が活発
になることで、人里に出没する機会が増えます。クマによる人身被害を防ぐには、
「クマと出会わない」「クマを引き寄せない」ことが大切です。
問農林課（T831-4950、F877-2299）

●クマに出会ってしまったら
・逃げるものを追いかける習性があるので、背中を向けて逃げない

ツキノワグマからの被害を防ぐために

フンは手のひら大で
「ぼてっ」としています乳がん講演会

子育てに関する相談は区地域子育て支援センターにお気軽にご連絡ください。


